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岡 野 孝 男
上　曽

［総務企画委員会］

村 上 泰 道
東 光 台 ２

［総務企画委員会］

勝 村 孝 行
柴　内
副議長

［文教厚生委員会］

川 井 幸 一
柿　岡

［産業建設委員会］

徳 増 千 尋
南 台 ２

［総務企画委員会］

関 口 忠 男
根 小 屋

［文教厚生委員会］

谷田川　　  泰
東 府 中

［総務企画委員会］

櫻 井　　 茂
府 中 ３

［文教厚生委員会］

髙 野　　 要
東 府 中

［産業建設委員会］

池 田 正 文
国 府 ７

議会選出監査委員
［文教厚生委員会］

小 松 豊 正
総 社 ２

［文教厚生委員会］

石 橋 保 卓
貝 地 ２

［総務企画委員会］

鈴 木 康 仁
国 府 ２

［産業建設委員会］

鈴 木 行 雄
東 大 橋

［産業建設委員会］

菱 沼 和 幸
貝 地 ２
議　長

［文教厚生委員会］

山 本　　 進
国 府 ２

［産業建設委員会］

岡 野 孝 雄
大　砂

［産業建設委員会］

飯 村 一 夫
下　林

［産業建設委員会］

玉 造 由 美
真　家

［総務企画委員会］

新 田　　 茜
若 松 ２

［総務企画委員会］

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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令和２年度決算から見えたもの
〜決算特別委員会〜 決算特別委員会

　前年度の各会計決算を詳しく審査するために、
全議員が委員となり設置されるのが「決算特別委員
会」です。
　1～ 3日目は、各常任委員会（総務企画・文教厚生・産
業建設）が所管する部分について 1日ずつ審査が行われ、
最終日となる 4日目には、政策的判断を要する部分などを
問う総括審査と採決が行われます。委員会の審査結果は、
定例会開会日の本会議で報告された後、議会として「認定」
「不認定」等の意思決定が行われます。

　令和 3年 10月 26日から 29日にかけて、令和2年度
の石岡市各会計決算議案について、決算特別委員会による
審査を行いました。
　質問した委員の数は、4日間で延べ 30人。様々な視点
から、市の行った事業や今後の見通しなどについてただし
ました。
　委員会での主な質問をご紹介します。

学校施設整備工事

消防職員の特殊勤務手当

鳥獣被害対策事業
現場の不公平感解消を

委員の質問により、本来支給するべき手当を支給していない不適切な取扱いが明らかに

隊員確保に向けた今後の取組

条例に規定されていない運用をしているのは、地
方自治法及び条例違反だと思うが、消防長の見解
を伺う。

本来、条例にのっとって支給すべき手当。ご指摘
のとおり、条例違反または地方自治法違反と認識
している。誠に申し訳ない。

不利益を被っている職員に対する補償・補塡をど
うするのか、市長の見解を伺う。

ご指摘により、長年にわたり条例と異なる支給が
されてきたことが判明した。対象者について調査
を指示している。調査結果を踏まえ
て対応を検討していきたい。

石岡市職員の特殊勤務手当に関する条例に規定さ
れている、消防署職員が深夜業務に従事した際の
夜間特殊勤務手当と、消防車両等の緊急走行運転
業務に係る特殊勤務手当の実績は？

令和2年度実績は、夜間特殊勤務手当が7万3,360
円、緊急走行運転業務が35万 8,350 円である。

夜間特殊勤務手当について、条例上管理職員と一
般職員の区別は規定されていないが、実際には管
理職員にしか支給していないという話を聞いた。
また、緊急走行運転業務は、条例で「緊急走行 1
回当たり 150 円」と規定されているが、消防本
部の内部基準では「1日当たり150円」としてい
る。これらは事実か。

事実である。

問

問

答

答

学校施設整備工事の決算額は小学校と中学校それ
ぞれ 2,100 万円台となっているが、修繕を要望
しても、何年たってもやらないところがある一方、
やっているところもあり、学校現場は不公平感を
感じている。令和２年度整備した学校を選んだ理
由は？

学校の老朽化が進んでおり、改修工事するところ
が非常に多くなっている。令和２年度は年次計画
で進めている工事や安全安心に係る工事
を行った。学校の要望と担当課の計画に
基づいたものを勘案して進めている。

今後の活動として、隊員の確保についてはなかな
か厳しい状況にある。市の若手職員の免許取得の
取組を進めてはどうか。
また、鳥獣被害対策事業の令和2年度決算を受け
ての市長の見解を問う。

職員の免許取得は、県外の自治体で既に取り組ん
でいる市町村の調査、研究を行い、可能性につい
て調査を進めていきたい。
鳥獣被害対策の重要性を私も認識している。
様々な主体が協力し合い、全庁的に協力し
てこの問題に取り組んでいきたい。

問 問

答
答

問

問

答

答
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令
和
３
年
第
５
回
臨
時

会　

コ
ロ
ナ
対
策
予
算

１
議
案
を
審
議

　

令
和
３
年
第
５
回
臨
時
会
で
は
、
令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
の
１
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
は
、
５
３
７
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
３
６
億
３
９
９
４
万
６
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
内
容
と
し
て

は
、
商
工
費
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
伴

い
、
市
内
経
済
や
事
業
者
の
経
営
継
続

を
支
援
す
る
取
組
と
し
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
業
務
委

託
料
１
３
７
０
万
円
、
営
業
時
間
短

縮
要
請
等
関
連
事
業
者
応
援
給
付
金

４
０
０
０
万
円
で
構
成
さ
れ
る
商
工
振

興
事
業
５
３
７
０
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
各
施
策
の

内
容
や
財
源
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
４
回
定
例

会
開
会
日　

令
和
２
年

度
決
算
議
案
を
可
決

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
で
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た

令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
認
定
議
案
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
の

開
会
日
に
、
決
算
特
別
委
員
長
か
ら
審

査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
決
算
特

別
委
員
会
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
３

ペ
ー
ジ
）。

　

委
員
長
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
議
案
も

「
認
定
す
べ
き
も
の
」「
原
案
可
決
及
び

認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
し
た
こ
と
が

示
さ
れ
た
ほ
か
、「
全
審
査
日
程
を
通

じ
て
執
行
部
の
答
弁
が
幾
度
と
な
く
保

留
ま
た
は
訂
正
さ
れ
る
な
ど
、
緊
張
感

や
責
任
感
の
欠
如
と
も
取
れ
る
状
況
が

散
見
さ
れ
、
委
員
会
審
査
に
支
障
を
き

た
し
か
ね
な
い
も
の
と
危
惧
さ
れ
る
状

況
が
あ
っ
た
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
の
後
、
討
論
を
経
て
採
決
を

行
っ
た
結
果
、い
ず
れ
の
議
案
も
認
定
・

原
案
可
決
及
び
認
定
と
決
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

16
件
の
案
件
を
審
議

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
令

和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
、
石
岡

市
八
郷
総
合
支
所
複
合
施
設
条
例
の
制

定
な
ど
、
市
長
か
ら
16
件
の
案
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）は
、１
億
４
２
５
万
４
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
３
７
億
４
４
２
０
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
総

務
費
で
は
、
本
庁
舎
駐
車
場
の
出
入
口

の
改
修
経
費
と
し
て
市
庁
舎
維
持
管
理

経
費
２
９
８
万
１
０
０
０
円
の
増
。
商

工
費
で
は
、
花
や
さ
と
山
の
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
敷
地
内
へ
の
通
路
新
設
経

費
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
運
営

費
３
９
２
万
７
０
０
０
円
の
増
。
教
育

費
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
小
・
中
学

校
で
使
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
教
材

の
購
入
経
費
と
し
て
、
教
育
振
興
支
援

事
業
２
０
９
９
万
円
の
増
な
ど
で
す
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
は
、
４
億
９
３
３
７
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
４
２
億
３
７
５
７
万
円
と
す
る
も
の
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補正予算の主な事業と予算額
令
和
３
年

第
５
回
臨
時
会

● 商工振興事業

キャッシュレスポイン
ト還元業務委託 1,370 万円

営業時間短縮要請等関
連事業者応援給付金 4,000 万円

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会

● 市庁舎維持管理経費 駐車場改修工事 298 万 1 千円

● 過誤納還付金（国・県負担金精算に伴う返還等） 7,715 万 8 千円

● 郵便局証明書交付事務費
　（高浜郵便局で住民票等を交付するもの） 74 万 2 千円

● 子育て世帯臨時特別給付金給付事業
　（令和 3 年中にプッシュ型で 5 万円給付する経費） 4 億 9,306 万 8 千円

● ふれあいの森管理運営費 施設整備工事 392 万 7 千円

● 一般市道整備事業（単独） 市道整備工事 2,300 万円

● 教育振興支援事業 教育振興用備品 2,099 万円

令
和
４
年

第
１
回
臨
時
会

● 住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 8 億 6,632 万 9 千円

● 子育て世帯臨時特別給付金給付事業
　（国の補正予算成立を受けた追加分） 4 億 8,944 万円

● 新型コロナウイルスワクチン接種事業 3 億 113 万 1 千円

で
す
。
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

民
生
費
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
（
い
わ
ゆ
る
「
10
万
円
相
当
給
付
」）

の
う
ち
、
プ
ッ
シ
ュ
型
給
付
と
し
て
現

金
５
万
円
を
令
和
３
年
中
に
給
付
す
る

経
費
４
億
９
３
０
６
万
８
０
０
０
円
な

ど
で
す
。

　

石
岡
市
八
郷
総
合
支
所
複
合
施
設
条

例
の
制
定
は
、
八
郷
総
合
支
所
、
令
和

４
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
郷
の
本

棚
や
さ
と
図
書
館
及
び
農
村
資
料
室
で

構
成
さ
れ
る
八
郷
総
合
支
所
複
合
施
設

を
、
公
の
施
設
と
し
て
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等

は
、
最
終
日
に
追
加
で
提
出
さ
れ
た
人

事
案
件
（
教
育
委
員
会
委
員
・
監
査
委

員
・
石
岡
市
及
び
事
務
組
合
公
平
委
員

会
委
員
の
任
命
・
選
任
）
を
除
き
、
各

委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行
い
、
最

終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
１
回
臨
時

会　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
経
費
な
ど
を
審
議

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
の
１
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
は
、
16
億
５
８
０
６
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総

額
を
３
５
８
億
９
５
６
３
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。歳
出
の
主
な
内

容
と
し
て
は
、民
生
費
に
お
い
て
、住
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
経
費
８
億
６
６
３
２

万
９
０
０
０
円
。
子
育
て
世
帯
へ
の

10
万
円
相
当
給
付
の
う
ち
、
国
の
補
正

予
算
成
立
後
の
追
加
分
と
し
て
４
億

８
９
４
４
万
円
の
増
。
衛
生
費
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
及
び
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
小
児
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
う
経
費
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
３
億
１
１
３

万
１
０
０
０
円
の
増
な
ど
で
す
。

　

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
各
給
付
金

の
支
給
時
期
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
会
場
の
設
置

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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部等設置条例の一部改正など

新型コロナウイルスワクチン接種

キャッシュレス決済ポイント還元

高浜郵便局で証明書取得が可能に

令和4年度からの組織体制の見直し

事業費3億 113万 1千円を計上

業務委託料1,370万円を計上

補正予算・関連議案を審議

産業戦略部への名称変更の目的として、「自
立性・主体性、コスト意識等の経営感覚を
持つ」とある。反対はしないが、将来、名
称が変わったことで目的を達成したという
成果をぜひ報告してほしい。

商工課・観光課の統合、産業プロモーショ
ン課の設置という大きな組織再編の中で、
戦略的に取り組んでいきたいとの理由から
名称変更を行う。十分成果が上がるよう連
携・調整していきたい。

集団接種会場は石岡運動公園体育館で、日
曜・祝日の接種を予定しているとのことだ
が、平日はやらないのか？これまで体育館
で実施していた各種大会等などへの影響
は？

平日は各医療機関での個別接種を進めてい
きたい。平日に体育館の予約が入っていな
ければ設営したままとし、大きい大会など
がある場合はその都度撤収・再設営する予
定。ご不便をかけるが、感染拡大防止
のためにご協力をお願いしたい。

令和3年 9月の実施時の実績はどうだった
のか？

事業実績として、令和3年 9月における対
象店舗での決済金額が約 6,000 万円近く
に到達し、前月売上比で 3.5 倍となった。
事業者からも大変好評だったとの声をいた
だいており、市内経済の活性化に寄与した
と認識をしている。

市民サービスの向上、効率化の面でいいこ
とだと思っているが、駐車場の新たな設置
についてはどのように考えているか。

現在、郵便局前に乗用車３台分のスペース
があるが、新年度からの窓口業務開始で郵
便局の利用者が増えると思われる。市民に
不便をきたさないように、高浜郵便局にお
いて隣接の土地に駐車スペースを２台分確
保する予定と伺っている。

　部・課の名称変更（経済部⇒産業戦略部、行革
推進課⇒経営戦略課）、課の統合（商工課・観光課
⇒商工観光課）、課の新設（産業プロモーション課）
を令和4年度に行うもの。

　新型コロナウイルスワクチンの 3回目接種及び
5～ 11 才の小児への接種を行うもの。年度内完
了が困難と見込まれるため、既存予算と合わせた
4億 1,729 万 7千円を繰越明許費として設定。

　令和 3年 9月に実施したキャッシュレス決済に
よるポイント還元キャンペーンが、緊急事態宣言期
間と重なったことで思うように事業が行えなかった
ことから、残予算と合わせ、同条件で令和 4年 1
月 5日～ 1月 31日に再度事業を実施。

　令和 3年度に瓦会郵便局で始まった住民票等の
証明書発行事務。令和 4年度から高浜郵便局でも
提供するため、74万 2千円の補正予算と、郵便局
で石岡市の事務を取り扱うための議案を提出。

問

問

問

問

答

答

答

答
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令和３年第４回定例会

条　
　

例

石岡市八郷総合支所複合施設条例の制定

石岡市固定資産評価審査委員会条例の一部改正

石岡市職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正

石岡市国民健康保険条例の一部改正
石岡市都市計画法の規定による開発行為の許可等の基
準に関する条例の一部改正

人　

事

教育委員会委員の任命（平方亜弥子氏）

監査委員の選任（出澤純夫氏）
石岡市及び事務組合公平委員会委員の選任（横田由美
子氏）

そ
の
他

石岡市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定（高浜郵
便局）
市道の認定（A6903 号線）

市道の変更（B2029 号線、B5558 号線）

■全会一致で可決

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

石
橋　

保
卓

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

関
口　

忠
男

池
田　

正
文

岡
野　

孝
男

徳
増　

千
尋

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会

令和２年度石岡市一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○

令和２年度石岡市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○

令和２年度石岡市介護保険特別会計歳入歳出
決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○

令和２年度石岡市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○

石岡市部等設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■賛否が分かれたもの（賛成多数により可決）

《会議の欠席状況》　11/2　 本会議　鈴木行雄・谷田川泰・鈴木康仁　　11/30　 本会議　髙野要

令和３年第５回臨時会
予算 令和３年度石岡市一般会計補正予算（第６号）

令和３年第４回定例会

予　

算

令和３年度石岡市一般会計補正予算（第７号）

令和３年度石岡市水道事業会計補正予算（第２号）

令和３年度石岡市一般会計補正予算（第８号）

決　
　
　

算

令和２年度石岡市駐車場特別会計歳入歳出決算認定

令和２年度石岡市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定
令和２年度石岡市介護サービス事業特別会計歳入歳出
決算認定
令和２年度石岡市水道事業会計未処分利益剰余金の処
分及び決算認定
令和２年度石岡市公共下水道事業会計未処分利益剰余
金の処分及び決算認定
令和２年度石岡市農業集落排水事業会計未処分利益剰
余金の処分及び決算認定

石岡市選挙管理委員及び補充員の選挙
令和3年 12月 18日に任期満了となるため、議会において選挙を行いました。

●実は議会で選ばれている選挙管理委員
　選挙管理委員及び補充員は、地方自治法第 182条
の規定により、議会の選挙によって選ぶこととなって
います。
　令和3年第4回定例会最終日に、議長の指名推選（議
員全員の同意の下、議長が指名した候補者を投票によ
らないで当選人とすること）により、委員候補者4名、
補充員候補者4名が当選しました。

【地方自治法第182条（一部抜粋）】
１　選挙管理委員は、選挙権を有する者で、人格が高
潔で、政治および選挙に関し公正な識見を有するも
ののうちから、普通地方公共団体の議会においてこ
れを選挙する。
２　議会は、前項の規定による選挙を行う場合におい
ては、同時に、同項に規定する者のうちから
委員と同数の補充員を選挙しなければならな
い。（後略）

※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
※議長は採決に加わりません。

議案の審議結果

令和４年第１回臨時会
予算 令和３年度石岡市一般会計補正予算（第９号）
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一般質問
［12月６日〜12月８日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

小松　豊正

第６波の新型コロナウイルス
感染症対策

9

高齢者等が免許証を返納して
も生活に支障が出ない具体的
対策

住宅リフォーム助成制度の創設

複合文化施設建設計画の検討
状況

新年度に向けた組織体制

谷田川　泰

石岡駅周辺整備事業

駅前・東ノ辻󠄀線の整備（早期
完成への取組）

生ゴミ減量化への対策

鈴木　康仁

先進的交通手段導入（電動小
型低速車）

10

リトルベビーハンドブック導入

石岡市独自の経済支援策の考え

新田　　茜
石岡市における育児と介護の
ダブルケア支援

石岡市公式 LINEの導入

村上　泰道

高浜駅周辺整備事業

11

中小商店支援

鳥獣被害対策

関口　忠男
石岡市における新型コロナウ
イルス感染症対策

フラワーパーク

石橋　保卓

石岡市の医療状況

12文化財の保護とそれを活用し
た観光資源の拡充と地域コ
ミュニティの活性化

質問者 質問項目 頁

岡野　孝男
買い物弱者支援

12
土砂等による土地の埋立て等

飯村　一夫
市内の狭あい道路拡幅

13

石岡市立小中学校統合再編計
画の進捗状況

櫻井　　茂

サイクリング王国茨城への対応

緊急メモの利活用

多面的人事評価の導入

髙野　　要

一部事務組合への負担金支出

14

「石岡地域医療計画」の見直し

旭台会館旧駐車場の返還

教育委員会の分割発注に関す
る職員処分

川井　幸一 スクールバスの活用

山本　　進
閉館となった石岡市民会館の
代替施設の確保と複合文化施
設整備事業の推進

15

玉造　由美

子宮頸がん予防のための HPV
ワクチン接種
コロナ禍における女性の生理
の貧困に対する負担軽減
ダイバーシティ（多様性を認
め合う社会）の構築

石岡市の魅力発信

徳増　千尋
無人航空機（ドローン）利活
用事業の現状と、安心・安全
なまちづくり 16

岡野　孝雄
龍神の森キャンプ場

送迎車両の交通安全確保

※紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ掲載しています。
　スマホなどで、各議員のページに掲載している二次元コードから、すべての質問の

録画映像をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

希
望
者
に
対
す
る
無
料
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
、
市
と
し
て
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か

利
便
性
向
上
や
安
全
確
保
の

た
め
に
も
石
岡
駅
周
辺
整
備

の
一
刻
も
早
い
完
成
を

世
界
保
健
機
関

は
、
南
ア
フ
リ
カ

な
ど
で
確
認
さ
れ
た
新
た

な
変
異
株
を
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
と
命
名
し
、
世
界
的
な

警
戒
対
象
と
な
り
、
新
聞

で
は
接
種
可
能
な
自
治
体

か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

接
種
を
前
倒
し
す
る
と
政

府
関
係
者
が
明
言
し
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
市
の
現
状
認

識
と
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
計
画
、
さ
ら
に
12
歳

未
満
児
童
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て

も
症
状
が
出
な
い
方
も
お

り
、
さ
ら
に
感
染
が
広
が

る
事
態
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に

こ
そ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
事

私
は
機
会
が
あ
る

ご
と
に
、
駅
周
辺

整
備
事
業
が
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
を
な
す
こ
と
、
駅

周
辺
を
拠
点
と
し
た
道
路

交
通
網
や
公
共
交
通
整
備

の
早
期
完
成
を
提
言
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
西
口

交
流
施
設
整
備
事
業
や
Ｂ

Ｒ
Ｔ
専
用
駅
前
広
場
改
修

事
業
に
お
い
て
は
、
国
庫

補
助
や
起
債
を
活
用
し
、

財
源
の
不
足
な
く
早
急
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
予
定
し
て

い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お

り
な
の
か
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
立
体
駐
車
場
整
備

事
業
に
お
い
て
、
相
当
な

予
算
が
必
要
と
思
わ
れ
る

中
で
、
予
算
の
不
足
な
く

整
備
を
進
め
て
い
け
る
の

か
。
多
く
の
利
用
が
さ
れ

る
施
設
の
工
事
や
改
修

は
、
本
市
に
与
え
ら
れ
た

で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
希
望
者
に
対
す
る
無

料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
石
岡

市
と
し
て
実
施
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

現
在
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
み
、
県

内
の
接
種
率
が
90
％
を
超

え
る
状
況
で
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
を
２
回
接
種
さ
れ
た

方
が
感
染
す
る
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
感
染
や
変
異
株
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
感
染
拡
大
防
止
や
重

症
化
予
防
の
観
点
か
ら
、

追
加
接
種
が
必
要
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
た

め
、
明
確
な
判
断
の
下

に
ス
ピ
ー
ド
感
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ
て
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

西
口
交
流
施
設
整

備
事
業
に
つ
い
て

は
10
月
に
着
手
し
、
令
和

４
年
２
月
末
ま
で
の
工
期

で
改
修
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
駅
前
広
場

改
修
事
業
は
、
バ
ス
降
り

場
の
シ
ェ
ル
タ
ー
屋
根
新

設
工
事
の
入
札
を
11
月
に

実
施
し
、
今
後
、
順
次
発

注
の
手
続
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

両
事
業
と
も
に
現
在
施

工
途
中
で
、
補
助
率
が
２

分
の
１
の
国
庫
補
助
金
、

都
市
構
造
再
編
集
中
支
援

事
業
を
活
用
し
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
財
源
不
足

は
、
第
６
波
対
策
と
し

て
、
感
染
拡
大
時
に
、
都

道
府
県
知
事
が
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
い
て
感
染
に

不
安
を
感
じ
る
無
症
状
者

に
対
し
て
検
査
を
受
け
る

こ
と
を
要
請
し
た
場
合
、

無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

う
と
の
見
解
が
国
か
ら
示

さ
れ
、
そ
の
検
査
費
用
が

12
月
の
臨
時
国
会
に
計
上

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
当
市

と
し
て
は
、
予
算
成
立
の

動
向
や
国
、
県
の
具
体
的

な
対
策
の
把
握
に
努
め
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
含
む

感
染
防
止
対
策
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

は
な
く
、
令
和
４
年
度
内

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

立
体
駐
車
場
整
備
事
業

は
、
地
質
調
査
業
務
の
発

注
に
向
け
た
準
備
を
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
ま
で

の
５
か
年
の
計
画
期
間
に

お
い
て
、
工
事
の
進
捗
に

応
じ
年
度
ご
と
の
国
庫
補

助
額
の
変
更
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
必
要
な
変

更
に
つ
い
て
は
適
時
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▲工事の進む BRT 専用駅前広場
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

新
にっ た

田　　茜
あかね

低
出
生
体
重
児
に
対
す
る
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
導
入
す
る
考
え
は
？

普
及
率
の
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

石
岡
市
で
公
式
に
導
入
す
る

考
え
は
？

現
在
、
日
本
の
赤

ち
ゃ
ん
の
出
生
時

の
平
均
体
重
は
３
キ
ロ
、

平
均
身
長
は
約
50
セ
ン
チ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
２
０
１
９
年
の
統

計
で
は
、全
体
の
９
・
４
％

の
新
生
児
が
２
・
５
キ
ロ

未
満
、
そ
の
う
ち
１
キ
ロ

未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
が
０
・

３
％
、
全
国
に
す
る
と

２
６
０
０
人
以
上
い
た
そ

う
で
す
。

　

当
市
で
も
毎
年
の
よ
う

に
、
少
し
早
く
生
ま
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
体
調
の
関

係
で
体
重
が
軽
く
生
ま
れ

て
し
ま
う
お
子
さ
ん
が
い

る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

当
市
の
低
出
生
体
重
児
へ

の
支
援
は
、
現
在
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
と
い
っ
た
意

味
で
も
、
ま
た
、
当
市
が

そ
う
い
っ
た
面
に
優
し
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
行
政
の
情

報
発
信
は
近
年
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
日
本
に
お
け

る
普
及
率
が
75
％
以
上
と

言
わ
れ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い

う
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
が
と
て
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

茨
城
県
内
で
も
多
く
の

市
町
村
で
導
入
さ
れ
、
私

も
実
際
に
水
戸
市
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
登
録
し
て
利
用
し

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
関
連

情
報
や
生
活
情
報
の
取
得

な
ど
非
常
に
便
利
に
利
用

で
き
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
他
自
治
体
の

活
用
事
例
と
し
て
、
住

民
の
方
が
欲
し
い
情
報
に

限
っ
た
配
信
機
能
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
か
ら
の
問
合
せ
窓
口

設
置
、
災
害
や
危
険
箇
所

等
の
通
報
受
付
窓
口
と
し

て
の
利
用
な
ど
が
あ
り
ま

ま
ち
と
な
る
た
め
に
も
、

少
額
で
導
入
で
き
る
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
進
め
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

低
出
生
体
重
児
の

支
援
と
し
て
は
、

国
、
県
の
補
助
金
事
業
と

し
て
入
院
に
係
る
医
療
費

等
の
一
部
を
負
担
す
る
未

熟
児
養
育
医
療
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
未
熟

児
訪
問
、産
後
ケ
ア
事
業
、

子
育
て
相
談
な
ど
、
随
時

相
談
対
応
を
行
う
こ
と

で
、
低
出
生
体
重
児
を
育

て
る
保
護
者
の
不
安
等
の

軽
減
を
図
る
取
組
を
行
っ

す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
参

考
と
し
て
、
石
岡
市
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
を
ぜ
ひ

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。現

在
、
石
岡
市
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

と
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
対

外
的
な
情
報
発
信
の
観
点

か
ら
も
、
様
々
な
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
の
情
報
発
信

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
国
内

ユ
ー
ザ
ー
数
が
圧
倒
的
多

数
で
あ
る
こ
と
、
利
用
者

側
の
操
作
性
が
容
易
で
あ

る
こ
と
、
情
報
を
取
り
に

行
か
な
く
て
も
市
側
か
ら

の
配
信
が
可
能
で
あ
る
こ

て
い
ま
す
。

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
で
あ
れ
ば
、
身
体
的

機
能
が
未
熟
な
た
め
、
手

厚
い
医
療
が
必
要
に
な
る

な
ど
、
家
族
の
心
理
的
な

負
担
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
不
安
の
解
消
、

さ
ら
に
地
域
の
方
が
小
さ

な
子
を
育
て
る
こ
と
を
理

解
し
、
支
援
へ
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
小
さ
く
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
が

確
認
し
や
す
く
、
記
録
し

や
す
い
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

導
入
に
向
け
た
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

と
、
拡
張
性
が
高
い
こ
と

な
ど
、
多
数
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々

の
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の

に
変
化
さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
も
、
石
岡

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入

に
つ
い
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

▲水戸市では既に LINE を導入しサービスを向上
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

関
せきぐち

口　忠
ただ

男
お

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
核
と
し

た
周
辺
施
設
が
連
携
の
取
れ

る
観
光
振
興
を

石
岡
市
内
の
商
店

街
の
店
舗
数
は
減

少
し
て
お
り
、
そ
の
原
因

は
後
継
者
不
足
や
高
齢
に

よ
る
廃
業
が
理
由
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、私
は
、

店
舗
数
の
推
移
な
ど
の
基

礎
デ
ー
タ
を
把
握
し
、
経

営
の
安
定
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
か
、
廃
業
に
な
る

要
因
は
何
か
を
細
か
く
把

握
し
た
う
え
で
、
商
店
街

に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
か
分
析
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、

店
舗
数
の
推
移
と
減
少
す

る
要
因
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
分
析

し
た
う
え
で
市
内
の
商
店

を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
、
将
来
構
想
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
、

構
想
に
合
わ
せ
て
商
店
街

に
出
店
す
る
新
規
創
業
者

に
対
し
、
一
定
期
間
の
収

６
月
定
例
会
で
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の

渋
滞
対
策
と
し
て
県
に
渋

滞
緩
和
の
要
望
を
す
る
こ

と
や
、
駐
車
場
不
足
の
た

め
、
近
隣
地
権
者
へ
の
協

力
を
求
め
、
駐
車
場
の
拡

張
を
進
め
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
協
議
は

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の

か
。

　

ま
た
、今
年
度
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
れ

あ
い
の
森（
花
や
さ
と
山
）

の
進
入
路
整
備
に
つ
い

て
、
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
は

関
係
機
関
と
の
調
整
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早

い
段
階
で
調
整
を
図
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後

の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で

は
、
日
々
変
わ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
行
い
つ
つ
も
、
フ
ラ

入
を
補
て
ん
し
、
根
づ
き

や
す
い
環
境
を
作
る
よ
う

な
支
援
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
商
店
街
の

将
来
展
望
と
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
内
商
店
街
の
店

舗
数
は
、
石
岡
商

工
会
議
所
、
八
郷
商
工
会

の
会
員
数
が
減
少
し
て
い

る
状
況
か
ら
、
そ
れ
に
伴

い
商
店
街
組
合
も
脱
退

し
、
減
少
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
主

な
要
因
は
後
継
者
不
足
や

高
齢
に
よ
る
廃
業
が
多

く
、
後
継
者
が
事
業
を
継

続
し
て
い
く
だ
け
の
経
営

が
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

将
来
展
望
に
つ
い
て

は
、
当
市
で
は
現
在
、
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
補

助
金
等
を
交
付
し
て
商
店

街
の
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

ワ
ー
パ
ー
ク
を
核
と
し
た

観
光
振
興
と
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
施

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。８

月
に
県
と
協
議

を
行
い
、
笠
間
方

面
か
ら
の
来
園
を
促
す
こ

と
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等
に

よ
る
送
迎
を
行
う
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
で
き
る
こ
と
は
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
近
隣
地
権
者
へ
は

引
き
続
き
の
協
力
を
求

め
、指
定
管
理
者
と
連
携
、

調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

花
や
さ
と
山
の
進
入
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
９
月

補
正
予
算
可
決
後
、
入
札

に
よ
り
測
量
な
ど
の
委
託

業
者
が
決
定
し
、
契
約
が

締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
、
路
線
を
早
急

も
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
、
商
店
街
へ
の
補
助
金

を
交
付
す
る
な
ど
、
支
援

を
継
続
し
、
後
継
者
不
足

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ご

提
言
の
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
該
当
者
へ
の
聞
き
取

り
な
ど
を
行
い
、
現
状
の

調
査
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

に
確
定
し
、
測
量
設
計
を

行
い
、進
め
て
い
き
ま
す
。

　

落
ち
込
ん
だ
観
光
消
費

を
拡
大
す
る
た
め
、
当
市

で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企

画
や
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
る
る
ぶ
」
の
見
直
し
を

行
い
、
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
観
光

客
の
回
遊
性
を
促
進
す
る

た
め
、
民
間
事
業
者
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

商
店
街
店
舗
数
が
減
少
す
る

要
因
を
分
析
し
た
う
え
で
、

必
要
な
支
援
策
を

▲石岡市ふれあいの森（花やさと山）
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

石
いしばし

橋　保
やすたか

卓

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

地
域
医
療
の
現
状
を
、
市
は

い
ち
早
く
市
民
に
知
ら
せ
る

責
務
が
あ
る

買
い
物
弱
者
支
援
の
た
め
の

移
動
ス
ー
パ
ー
の
早
期
導
入

を

石
岡
地
域
医
療
計

画
の
核
と
な
る
施

設
で
あ
っ
た
旧
石
岡
市
医

師
会
病
院
が
閉
院
し
、
そ

の
施
設
を
市
内
医
療
法
人

が
取
得
し
て
２
月
に
開
院

予
定
と
聞
き
ま
す
。私
は
、

こ
の
よ
う
な
方
向
性
が
決

ま
っ
た
段
階
で
、
市
と
し

て
い
ち
早
く
市
民
に
知
ら

せ
る
責
務
が
あ
っ
た
と
考

え
ま
す
が
、
な
ぜ
今
ま
で

周
知
し
て
こ
な
か
っ
た
の

か
。

　

ま
た
、
石
岡
地
域
医
療

需
要
動
向
調
査
は
、
本
来

で
あ
れ
ば
石
岡
地
域
医
療

計
画
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
調
査
で
は
ど
の

よ
う
な
結
果
が
示
さ
れ
た

の
か
。計
画
の
見
直
し
は
、

市
の
財
政
負
担
も
考
慮
し

つ
つ
、
い
か
に
市
民
に
満

足
い
た
だ
け
る
医
療
体
制

が
構
築
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
お
り
、
調
査
結
果

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
も
な
い
と
い

う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
お
住

ま
い
で
不
自
由
を
感
じ
て

い
る
、
買
い
物
弱
者
と
言

わ
れ
る
方
の
支
援
と
し

て
、
移
動
ス
ー
パ
ー
の
早

期
の
導
入
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

前
回
の
議
会
に
お
い
て

は
、
民
間
企
業
と
の
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
実

現
に
向
け
て
調
整
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
導
入
に
あ
た
っ
て
の

販
売
場
所
及
び
販
売
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
選
定
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
財
源
に
つ
い
て

も
、
国
や
県
の
補
助
金
等

の
積
極
的
な
活
用
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

の
実
現
可
能
性
を
見
極
め

た
う
え
で
見
直
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
調
査
を
ど
う
活

用
し
て
石
岡
地
域
医
療
計

画
を
見
直
し
て
い
く
か
伺

い
ま
す
。旧

石
岡
市
医
師
会

病
院
は
、
市
内
医

療
法
人
の
ご
尽
力
に
よ

り
「
石
岡
共
立
病
院
」
と

し
て
開
院
見
込
み
と
聞
い

て
お
り
、
公
立
化
の
話
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
地
域
医
療
と
し

て
の
一
定
の
方
向
性
が
見

い
だ
せ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
医
療
体
制
の
現
状
の

周
知
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
が
必
要
と
す
る
情
報
を

一
つ
一
つ
発
信
し
て
い
け

る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
医
療
需
要
動
向
調

査
で
は
、
必
要
な
医
療
提

供
体
制
と
し
て
小
児
入
院

移
動
ス
ー
パ
ー
に

つ
い
て
は
、
地
区

を
回
る
こ
と
に
よ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

や
、
販
売
先
ま
で
外
出
す

る
こ
と
に
よ
る
健
康
促
進

の
効
果
、
公
共
交
通
を
補

完
す
る
効
果
な
ど
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
を
併
せ
持
つ
事

業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
株
式
会
社
カ
ス
ミ

と
の
包
括
連
携
協
定
の
締

結
が
完
了
し
、
移
動
ス
ー

パ
ー
の
導
入
に
向
け
た
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

販
売
場
所
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
市
民
満
足
度
調

査
に
基
づ
く
分
析
の
ほ

か
、
地
域
に
お
け
る
小
売

店
の
状
況
や
公
共
交
通
の

状
況
な
ど
も
調
査
し
、
販

売
場
所
の
選
定
や
巡
回

ル
ー
ト
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
公
募
に
よ
る
事
業

者
の
選
定
か
ら
、
移
動

機
能
を
持
つ
小
児
科
の
開

設
な
ど
の
８
項
目
が
示
さ

れ
、
具
体
的
に
は
、
寄
附

額
に
見
合
う
医
師
の
確
保

を
図
る
「
寄
附
講
座
」
の

開
設
や
、
産
科
・
小
児
科

開
設
の
補
助
金
の
導
入
な

ど
９
つ
の
対
策
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
将

来
的
な
地
域
医
療
の
在
り

方
を
整
理
し
、
具
体
的
な

手
法
を
協
議
し
て
石
岡
地

域
医
療
計
画
を
見
直
し
て

い
き
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
に
関
す
る
協
定

を
事
業
者
と
締
結
し
、
事

業
者
が
販
売
用
自
動
車
を

製
作
す
る
ま
で
、
お
よ
そ

半
年
程
度
要
す
る
見
込
み

で
す
。財
源
に
つ
い
て
も
、

県
の
補
助
金
や
国
の
臨
時

交
付
金
の
活
用
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

需要動向調査

▲今年度実施された地域医療需要動向調査の
結果は、市ホームページから閲覧できる
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

飯
いいむら

村 一
かず

夫
お

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
を
活

用
し
た
道
路
拡
幅
整
備
の
検

討
を

救
急
現
場
で
も
っ
と
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
緊
急
メ
モ
は
仕

組
み
を
見
直
す
べ
き

市
道
の
中
で
も
、

道
路
幅
が
狭
い
、

い
わ
ゆ
る
狭
あ
い
道
路
に

お
い
て
は
、
日
常
生
活
の

み
な
ら
ず
、
救
助
活
動
や

消
防
活
動
な
ど
に
も
支
障

を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
安
全
安
心
の
豊
か

な
市
民
生
活
の
た
め
に
市

道
の
拡
幅
整
備
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
に
は
道
路

拡
幅
の
た
め
の
後
退
用
地

を
確
保
で
き
る
狭
あ
い
道

路
整
備
事
業
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を

知
ら
な
い
ま
ま
建
物
の
建

築
等
が
さ
れ
な
い
よ
う
、

窓
口
で
の
丁
寧
な
説
明
や

市
民
へ
の
十
分
な
周
知
が

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
他
市
町
村
で

は
、
狭
あ
い
道
路
整
備
事

業
を
活
用
し
た
道
路
の
拡

当
市
に
は
、
高
齢

者
が
救
急
車
を
要

請
し
た
際
、
救
急
隊
員
が

現
場
で
迅
速
か
つ
的
確
な

医
療
機
関
搬
送
が
で
き
る

よ
う
、
持
病
や
か
か
り
つ

け
医
等
の
情
報
を
記
入
し

た
緊
急
メ
モ
を
用
意
し
て

お
く
と
い
う
取
組
が
あ
り

ま
す
。
同
様
の
取
組
と
し

て
、
県
南
他
市
で
は
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
の
か
。

　

ま
た
、
緊
急
メ
モ
は
民

生
委
員
の
方
々
が
中
心
と

な
り
、
市
内
配
布
実
績
も

多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
市

民
へ
の
周
知
広
報
が
十
分

で
は
な
く
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
に
比
べ
置
き
場

所
も
明
確
で
な
い
た
め
、

期
待
す
る
役
割
と
効
果
が

確
保
で
き
て
い
る
の
か
疑

問
で
す
。
命
に
か
か
わ
る

問
題
と
直
結
し
て
い
ま
す

幅
整
備
を
実
際
に
行
っ
て

い
る
事
例
も
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を

参
考
に
当
市
で
も
積
極
的

な
活
用
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

現
在
、
市
道
の
拡

幅
整
備
の
多
く

は
、
地
区
か
ら
の
要
望
に

基
づ
い
て
路
線
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
優
先
順

位
を
考
慮
し
て
整
備
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
多
く
の
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
事
業
化
す

る
ま
で
に
は
数
年
の
期
間

が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

整
備
の
手
法
と
し
て
議

員
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た

後
退
用
地
を
利
用
し
て
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

水
戸
市
、
阿
見
町
で
も
そ

う
い
っ
た
取
組
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
ら
の
先
進
事
例
を
参
考

の
で
、
緊
急
メ
モ
を
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

当
市
の
緊
急
メ
モ

は
65
歳
以
上
の
全

て
の
方
を
配
布
対
象
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
延

べ
１
万
枚
以
上
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
緊
急
メ
モ
と

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

違
い
で
す
が
、
緊
急
メ
モ

は
緊
急
時
に
必
要
と
な
る

情
報
以
外
に
福
祉
関
係
の

相
談
機
関
の
情
報
も
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

電
話
の
近
く
に
下
げ
て
保

管
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
は
、
緊
急
時
の

医
療
に
関
す
る
情
報
を
記

載
し
、
専
用
の
筒
状
の
容

器
に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵

庫
内
に
保
管
し
、
救
急
搬

送
時
に
活
用
す
る
も
の
と

に
、
調
査
及
び
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

常
に
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
区
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
安
全
安
心
の

確
保
、
利
便
性
を
向
上
を

目
指
し
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
り
ま
す
。

　

緊
急
メ
モ
は
万
が
一
の

備
え
で
あ
り
、
緊
急
メ
モ

の
広
報
活
動
や
保
管
場
所

の
統
一
、
救
急
隊
と
の
情

報
共
有
に
よ
る
課
題
解
決

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ご

提
案
の
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
の
導
入
を
含
め
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

▲市で配布している「緊急メモ」。1 月から、
　保管場所を順次「冷蔵庫」に変更している
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

川
かわ

井
い

　幸
こういち

一

病
院
公
立
化
が
と

ん
挫
し
、
石
岡
地

域
医
療
計
画
は
見
直
さ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
の
中

で
、
私
は
、
当
市
が
土
浦

地
域
医
療
構
想
区
域
に
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
岡

地
域
に
限
定
せ
ず
広
域
的

視
点
に
立
っ
て
課
題
を
分

析
し
、
区
域
内
で
ど
う
連

携
し
て
市
民
の
た
め
に
医

療
を
充
実
さ
せ
る
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
市
が
行
っ

た
医
療
需
要
動
向
調
査

は
、
石
岡
地
域
に
限
定
し

た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

土
浦
地
域
医
療
構
想
区
域

に
対
す
る
当
市
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
を
検

討
し
、
石
岡
地
域
医
療
計

画
を
見
直
し
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
方

向
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
医
療
課
題
解
決
の
た

め
の
対
策
を
素
早
く
具
体

ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
、
学
校
統
廃
合

に
伴
い
児
童
生
徒
の
交
通

手
段
と
し
て
運
行
さ
れ
、

安
心
安
全
の
た
め
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
現
状
で
は
児
童

生
徒
の
減
少
や
保
護
者
に

よ
る
送
迎
な
ど
に
よ
り
乗

車
は
減
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
も
っ
と
現
状
の
問
題

点
を
把
握
し
た
う
え
で
運

行
を
工
夫
し
て
、
運
用
面

を
含
め
た
再
構
築
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
は
コ
ン
パ

ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
お
り
、
そ
こ

で
重
要
な
役
割
を
担
う
の

が
公
共
交
通
で
す
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
向
上

の
た
め
、
使
わ
れ
な
い
時

間
帯
に
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
活
用

化
す
る
こ
と
が
、
市
民
の

利
益
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
見
直
し
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

土
浦
地
域
医
療
構

想
区
域
は
、
県
内

で
も
比
較
的
高
い
水
準
の

医
療
体
制
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
は
偏

在
化
が
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、
石
岡
地
域
の
対
策
が

必
要
と
い
う
点
は
県
も
同

様
の
認
識
で
す
。
当
市
と

し
て
は
、
調
査
結
果
等
を

踏
ま
え
、
石
岡
地
域
の
医

療
課
題
を
整
理
し
た
う
え

で
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
医
療
体
制
の
整
備
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

地
域
医
療
計
画
の
方
向

性
を
探
っ
て
い
く
中
で
、

地
域
の
課
題
と
し
て
改
め

す
る
こ
と
で
高
齢
者
の
移

動
手
段
の
確
保
に
つ
な
げ

る
な
ど
、
現
行
の
交
通
手

段
を
補
完
す
る
よ
う
な
利

活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、

小
学
校
６
校
、
中

学
校
２
校
で
登
校
時
１

便
、
下
校
時
２
便
を
基
本

と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
は

乗
車
率
が
低
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
現
状
を
分
析

し
、
よ
り
よ
い
効
果
的
な

活
用
を
図
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。今
後
は
、利
用
者
で
あ

る
児
童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る
な
ど
し
て
、
利

用
者
の
意
見
も
運
用
面
に

生
か
し
た
運
行
に
つ
い
て

継
続
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
運
行
時
間
外
の

て
緊
急
診
療
や
産
科
、
小

児
科
の
充
実
の
必
要
性
が

見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
一
つ
一
つ
、
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
か
、

丁
寧
に
課
題
を
見
つ
け
な

が
ら
対
策
を
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
必
要

な
医
療
体
制
に
向
け
た
具

体
的
な
手
法
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
、
今
年
度
中
に

見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
で
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
地
域
住
民
が
混
乗

化
す
る
例
や
、
登
下
校
時

間
帯
以
外
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
し
て
活
用
す

る
事
例
な
ど
が
あ
り
、
市

民
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
有

効
な
手
段
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
部
局

横
断
的
な
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

広
域
的
視
点
に
立
っ
た
課
題

分
析
を
も
と
に
、「
石
岡
地

域
医
療
計
画
」
の
見
直
し
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
率
低
下

の
要
因
を
分
析
し
、
利
用
し

や
す
い
運
行
に
工
夫
す
べ
き

地域医療計画

▲令和 2 年 1 月に策定された石岡地域医療計画。
見直しに向けて協議が進められている

▲現在、小中学校合わせて 14 ルート運行している
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

山
やまもと

本　　進
すすむ

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

市
民
会
館
代
替
施
設
の
確
保

は
、
文
化
芸
術
推
進
条
例
に

基
づ
く
市
の
責
務

生
理
の
貧
困
に
対
す
る
負
担

軽
減
の
た
め
、
継
続
的
な
支

援
体
制
の
構
築
を

石
岡
市
文
化
芸
術

推
進
条
例
に
は
、

市
民
が
等
し
く
文
化
芸
術

を
鑑
賞
し
、
参
加
し
、
及

び
創
造
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
に
関

す
る
規
定
が
あ
り
ま
す

が
、
市
民
会
館
の
閉
館
に

よ
り
活
動
の
場
を
失
っ
た

市
民
や
文
化
芸
術
活
動
を

行
っ
て
き
た
団
体
の
方
々

が
い
る
中
、
市
は
そ
の
責

務
を
果
た
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
の

空
き
店
舗
活
用
に
関
す
る

市
民
要
望
が
あ
る
が
、
市

民
会
館
の
代
替
施
設
確
保

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

な
お
、
市
民
会
館
に
代

わ
る
と
さ
れ
る
複
合
文
化

施
設
の
整
備
手
法
は
、
事

業
者
の
収
益
ば
か
り
が
優

先
さ
れ
、
公
共
の
役
割
が

後
退
す
る
懸
念
が
あ
る
た

め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
あ
り
き
で
は

な
く
、
従
来
手
法
と
併
せ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
生
理
の
貧
困
に

対
す
る
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
４
月
に
市
長
に
要

望
書
を
提
出
し
た
ほ
か
、

６
月
の
議
会
で
も
質
問
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
現
在
、
小
中
学

校
の
現
場
や
公
共
施
設
で

は
ど
の
よ
う
な
負
担
軽
減

の
取
組
を
行
っ
て
い
る

か
、
実
績
も
含
め
て
伺
い

ま
す
。

　

学
校
で
の
生
理
用
品
の

無
償
配
布
は
、
保
健
室
に

行
く
き
っ
か
け
と
な
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

り
や
す
く
な
る
と
も
聞
き

ま
す
し
、
近
隣
で
は
文
化

施
設
な
ど
に
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人

の
女
性
が
、
30
年
か
ら
40

年
も
の
間
、
経
済
的
負
担

を
強
い
ら
れ
る
わ
け
で
す

の
で
、
小
中
学
校
や
公
共

施
設
で
の
無
償
提
供
を
実

施
し
て
支
援
体
制
を
整
え

て
慎
重
に
検
討
し
、
市
民

意
向
を
反
映
し
た
、
市
民

の
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
事
業
計
画
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

市
の
文
化
芸
術
活

動
を
推
進
す
る
に

は
、
様
々
な
団
体
や
市
民

の
文
化
芸
術
活
動
の
場
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市

民
会
館
の
代
替
施
設
と
し

て
の
公
民
館
利
用
に
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
と
公
民
館
本

来
の
役
割
と
の
調
整
が
必

要
で
あ
り
、
市
が
新
た
な

施
設
の
貸
出
し
を
行
う
た

め
に
は
、
建
物
の
安
全
性

や
職
員
の
確
保
が
必
要
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
市
民
会
館
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
詳
細
に

把
握
し
、
関
係
部
署
が
協

力
し
対
応
す
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
複
合
文

化
施
設
の
整
備
手
法
は
、

る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
予
算

を
組
ん
で
対
応
し
、
継
続

的
に
支
援
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

11
月
末
ま
で
に
法

人
２
件
、
個
人
６

件
の
方
か
ら
生
理
用
品
の

寄
附
を
い
た
だ
き
、
本
庁

舎
１
階
の
女
性
ト
イ
レ
に

設
置
し
た
ほ
か
、
管
財
課

や
こ
ど
も
福
祉
課
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
内

小
中
学
校
で
は
保
健
室
で

保
管
、
配
布
す
る
と
と
も

に
、
３
校
で
試
験
的
に
ト

イ
レ
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
保
健
室
で
の
直
接
提

供
に
よ
り
養
護
教
諭
に
相

談
し
や
す
い
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
家
庭
環
境

等
の
問
題
を
早
期
に
把
握

し
て
包
括
的
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
、
民
間

事
業
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
せ
る
官
民
連
携
事

業
の
手
法
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
従
来
手
法
と

の
比
較
も
行
い
、
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る

手
法
を
採
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

生
理
の
貧
困
に
至
る
根

本
的
な
問
題
と
し
て
、
経

済
的
な
理
由
や
Ｄ
Ｖ
な
ど

の
潜
在
的
な
問
題
に
も
目

を
向
け
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
生
理
用
品
の
提

供
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
適
切
な
相
談

窓
口
へ
の
橋
渡
し
が
最
も

大
切
で
す
。
予
算
措
置
も

含
め
て
、
引
き
続
き
そ
う

し
た
点
に
目
を
向
け
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

▲代替施設としての公民館利用には課題がある

▲市役所 1 階トイレに設置された生理用品
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

徳
とくます

増　千
ち

尋
ひろ

岡
おか

野
の

　孝
たか

雄
お

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

へ
の
活
用
構
想
は
？

龍
神
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
枯

れ
木
の
管
理
と
有
効
利
用
に

向
け
た
整
備
の
考
え
は
？

当
市
で
は
、
無
人

航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
利
活
用
事
業
と
し
て

パ
イ
ロ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
活
動
す
る
と
と
も

に
、
民
間
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
協
力
関
係
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
令
和
４
年
12

月
に
は
免
許
制
度
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
改

正
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

協
定
を
生
か
し
、
大
急
ぎ

で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
育
成
を

進
め
る
な
ど
の
対
応
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
育
成
状
況
や
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
に
は
訓
練

を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
少
な
い
機
体
で
訓

練
や
事
業
に
活
用
し
て
い

る
現
状
を
考
え
る
と
、
新

た
な
機
体
の
購
入
を
考
え

て
は
ど
う
か
。
ド
ロ
ー
ン

近
年
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
方
が
増
加
し
て
お

り
、
私
も
し
ば
ら
く
ぶ
り

に
子
ど
も
会
で
よ
く
利
用

し
た
龍
神
の
森
の
キ
ャ
ン

プ
場
に
行
っ
て
み
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
と
て
も

枯
れ
木
が
多
く
、
テ
ン
ト

サ
イ
ト
の
す
ぐ
脇
に
も
見

ら
れ
、
倒
木
が
心
配
さ
れ

る
状
態
で
す
。も
し
、キ
ャ

ン
プ
に
来
た
子
ど
も
た
ち

が
倒
れ
た
木
で
け
が
を
し

た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
枯

れ
木
の
調
査
と
管
理
の
状

況
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
子
ど
も

会
等
が
安
く
利
用
で
き
ま

す
が
、
あ
れ
だ
け
の
設
備

が
あ
る
の
に
利
用
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
少
し
考
え

を
変
え
、
有
効
利
用
し
た

ほ
う
が
よ
い
と
感
じ
ま

す
。
例
え
ば
、
社
会
教
育

施
設
は
そ
の
ま
ま
と
し
つ

は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
活
用
な
ど
様
々

な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
機
体
購
入
の
考
え
と

活
用
の
構
想
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。こ

れ
ま
で
、
当
市

と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
民
間
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
へ
職
員

５
名
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
研
修
を
受
講
し
た
職

員
を
講
師
役
と
し
て
練
習

会
を
実
施
し
、
知
識
や
操

作
方
法
の
共
有
を
図
っ
て

い
ま
す
。
関
係
法
令
を
遵

守
す
る
観
点
か
ら
も
、
定

期
的
に
練
習
会
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

活
動
状
況
に
つ
い
て

は
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
活

用
し
た
建
物
点
検
の
実
施

や
、
山
林
火
災
で
延
焼
状

況
を
把
握
し
て
効
果
的
な

消
火
活
動
に
つ
な
げ
た
ほ

か
、
市
民
向
け
の
イ
ベ
ン

つ
、
観
光
施
設
と
し
て
バ

ン
ガ
ロ
ー
を
設
置
す
る
よ

う
な
、
利
益
の
見
込
め
る

整
備
を
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。枯

れ
木
の
伐
採
と

剪
定
は
令
和
元
年

度
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
３
年
11
月
上
旬

に
キ
ャ
ン
プ
場
内
の
枯
れ

木
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

伐
採
対
象
は
26
本
、
剪
定

対
象
は
12
本
で
し
た
。
年

度
内
に
委
託
契
約
を
結

び
、
伐
採
等
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

龍
神
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
社
会
教
育
施
設
と
し

て
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体

を
利
用
者
と
想
定
し
て
お

り
、
利
用
料
金
は
安
価
に

設
定
し
て
い
る
性
質
か

ら
、
収
益
性
に
お
い
て
は

脆
弱
で
あ
り
、
収
入
以
上

に
経
費
の
割
合
が
多
く
占

ト
で
も
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
、
今
後
も

様
々
な
分
野
で
の
活
用
が

期
待
で
き
る
成
長
分
野
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

実
施
効
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
着
実
に
活
用
実
績
を

重
ね
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
課
題
解
決
の
一
助
と

な
る
よ
う
な
利
活
用
も
図

れ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
模
索
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

め
て
い
る
状
況
で
す
。
昨

今
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に

よ
り
野
外
活
動
が
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
一
層
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
龍
神
の
森
周
辺

地
域
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

▲訓練を重ねるドローンパイロットチーム

▲枯れ木が心配された龍神の森キャンプ場
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　令和 4 年 4 月、八郷総合支所内にオープン予定の
新たな図書館「郷の本棚　やさと図書館」については、
これまで関係部署との協議などが進められてきまし
た。
　11 月 12 日の委員会では、八郷総合支所の複合化
に伴って廃止・改正される条例や規則、改修工事の
経過説明がありました。委員からは、新たな図書館
の人員体制の充実や、各施設が集約するため、運営
等に対する責任の所在を明確化すべきなどの意見が
ありました。
　12 月 13 日の委員会では、執行部から議案とし

　通学路の安全確保に向けた取組を行うため、市が
策定している石岡市通学路交通安全プログラムによ
り、関係機関との合同点検などが定期的に行われて
います。
　12 月 10 日の委員会では、小中学校からの事故報
告件数が昨年度と比べて減少していることや、「石岡
市内通学路整備道路一覧〔交通安全プログラム〕」に
登載されている通学路の対策状況、学校からの危険
箇所報告が 113 か所あり、現地視察を行ったことな
どが報告されました。

　10 月 15 日の委員会において、石岡市の新たな
交通の要となる上曽トンネルの現地調査を行いまし
た。上曽トンネルは、現地調査を行った 10 月の時
点で約 287 メートル、12 月末時点で約 360 メー
トル完了しており、今年度は発破等を用いた掘削を
はじめ、鋼製支保工の建て込み、覆工コンクリート、
ロックボルトの打設、防水工、土の搬出等の作業を
24 時間体制で行っているなど、特に夜間については、
騒音や振動を極力抑えるよう、十分注意しながら作
業を行っているとの説明を受けました。
　また、掘削工事については令和 4 年度までを計画

郷の本棚やさと図書館

通学路の安全確保に向けて

上曽トンネルの整備状況

て提出された複合施設条例の概要が説明されました。
複合施設が持つ機能を明確にすることにより、市民
に分かりやすい条例とするとのことですが、委員か
らは、「図書館機能を中心とした複合施設」とする条
例の表現だと、管理を八郷
総合支所ではなく教育委員
会で行うような解釈に取ら
れてしまい、市民に分かり
にくいのではないかといっ
た指摘がありました。

　委員からは、「対策を協議するだけでなく、その先
に進んでいかないと解決しない」「掲載されている危
険箇所の中に、急カーブ解消のために地主が協力す
ると言ってくれている箇所がある。早急に進めてほ
しい」「グリーンベルト（路側帯に
カラーリングを施し、車の徐行や通
学路の意識付けを促すもの）につい
て、ぜひ周知徹底をお願いしたい」
などの意見が出されました。

しており、その後、換気設備や消火設備などのトン
ネル設備工事を実施し、令和 7 年度中の完成を目指
しているとの説明があり
ました。
　現地では、委員からト
ンネル整備と併せ、周辺
道路環境の整備や工事の
安全管理などについて
執行部へ意見がありまし
た。

▲郷の本棚やさと図書館

▲上曽トンネル整備事業の
　現地調査を実施



月　日 内　　容 場　所 中継

2月22日㈫ 開会日（議案の提案理
由説明など） 本会議場 ○

2月28日㈪ 代表質問 本会議場 ○

3月  1日㈫ 一般質問 本会議場 ○

3月  2日㈬ 一般質問 本会議場 ○

3月  3日㈭ 一般質問 本会議場 ○

3月  4日㈮ 議案質疑 本会議場 ○

3月  7日㈪ 予算特別委員会
（総務企画委員会所管）

全　　員
協議会室 ○

3月  8日㈫ 予算特別委員会
（文教厚生委員会所管）

全　　員
協議会室 ○

3月  9日㈬ 予算特別委員会
（産業建設委員会所管）

全　　員
協議会室 ○

3月10日㈭ 予算特別委員会
（総括審査）

全　　員
協議会室 ○

3月11日㈮ 文教厚生委員会 委員会室 ×

3月14日㈪ 総務企画委員会 委員会室 ×

3月15日㈫ 産業建設委員会 委員会室 ×

3月16日㈬ 議会運営委員会 全　　員
協議会室 ×

3月17日㈭ 閉会日（議案の採決な
ど） 本会議場 ○

第１回定例会の予定

編集後記

　令和 4 年 1 月中旬現在、新型コロナウイルスの変
異型が猛威を振るっております。太古の昔から、人類
はウイルスの脅威にさらされ、多くの犠牲を払いなが
らもウイルス感染に打ち勝ち、克服することで今日ま
で共存してきました。出来得る限りの感染対策を施し、
このコロナ禍を乗り切っていきましょう。
　議会では感染対策に真剣に取り組み、工夫を重ねて
会議を開催しています。感染状況により傍聴を制限す
る場合もありますが、議場前のモニターやインターネッ
トで中継を行っていますので、是非ご視聴ください。
　特に、若い皆様に、傍聴（視聴）を通じて市政に関
心を持ち、積極的に市政に関わって頂くことで、様々
な世代が多様性を認め合い、共存していける社会が実
現できるものと考えています。
　私たち議員も、より一層襟を正し市政発展のために
努力をしてまいります。（石橋）

議会広報委員会
委員長　関口　忠男　　副委員長　玉造　由美
委　員　石橋　保卓　　委　員　櫻井　　茂
委　員　川井　幸一　　委　員　鈴木　康仁

環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

　石岡市議会では「開かれた議会」を目指し、石岡市議会基本条例を定めています。この議会基本条例に
基づき、市民の皆さまとの情報の共有化、さらには市民の皆さまのご意見を議会活動に反映させるため、
平成28年度から「議会報告会」を開催してまいりました。
　今年度の議会報告会については、1月 24日（月）、25日（火）に開催を予定しておりましたが、開催が
目前に迫る中、新型コロナウイルスの感染が市内において急速に拡大傾向にあった状況を鑑みまして、参
加される皆様の安全・安心を第一に考え、会場を設けての議会報告会開催を見送ることとし、各常任委員
会の活動報告書をホームページで公開することといたしました。
　議会報告会への参加をご検討されていた皆さまには大変申し訳ございませんが、今後の議会活動へのご
理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね
１週間以内に行っています。

※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲
覧に必要な通信費は利用者負担となります。

常任委員会の活動報告書を
ホームページで公開中！

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

議会報告会

総務企画委員会（庁舎駐車場改修） 文教厚生委員会（不適切な分割発注） 産業建設委員会（複合文化施設等）


